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（３） Ｈ１６.12.５. Ｈ１６.12.５.（２）

平
成
16
年
10
月
、
す
ぐ
隣
の
新

潟
県
を
襲
っ
た
地
震
は
、一
瞬
に
し

て
尊
い
命
と
財
産
を
奪
っ
て
い
き
ま

し
た
。私
た
ち
は
、改
め
て
災
害
の
恐

ろ
し
さ
と
、
災
害
に
対
す
る
備
え
の

大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

大
地
震
や
津
波
、
洪
水
な
ど
の

自
然
災
害
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い
ざ
起

き
た
と
き
に
、
救
助
が
す
ぐ
来
る
と

も
限
り
ま
せ
ん
。
避
難
場
所
や
避
難

経
路
の
把
握
、
食
料
品
や
飲
料
水

な
ど
の
非
常
持
出
品
の
準
備
は
万

全
で
す
か
。

非
常
時
の
行
動
力
は
、
す
ぐ
に
身

に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
心

が
ま
え
を
強
く
持
ち
、
家
族
や
地
域

と
協
力
し
て
自
分
を
守
る
た
め
の
知

識
を
身
に
付
け
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
き
の
た

め
に
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
や
避

難
経
路
、
避
難
場
所
（
次
ペ
ー
ジ

の
「
災
害
時
の
避
難
場
所
一
覧
」

を
参
照
）
に
つ
い
て
家
庭
内
で
定

期
的
に
防
災
会
議
を
開
い
て
、
災

害
が
起
き
た
と
き
の
対
応
方
法
な

ど
を
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役

割
分
担
、
火
を
消
す
人
、
ド
ア
を

開
け
る
人
、
非
常
持
出
袋
を
管
理

す
る
人
な
ど
も
決
め
て
お
く
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

家
の
中
で
ど
こ
が
安
全
か
、
ま

た
危
険
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
等
は
、地
震
で
倒
れ
な
い
よ

う
に
Ｌ
字
金
具
や
支
え
棒
で
固
定

す
る
な
ど
、置
き
方
を
工
夫
す
る
。

ま
た
、
玄
関
等
の
避
難
通
路
や

出
口
に
な
る
よ
う
な
場
所
に
は
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
、
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
、
と
っ
さ
に
必

要
な
物
を
持
ち
出
せ
る
よ
う
、
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
、

非
常
持
ち
出
し
袋
と
し
て
備
え
て

お
き
、
設
置
場
所
を
決
め
、
み
ん

な
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
中
身
の
食
べ
物
の
賞
味

期
限
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
電

池
も
き
れ
て
い
な
い
か
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
に
つ
い

て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
非
常
時
持

出
品
一
覧
」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
家
の
防
災
行
政
無
線

個
別
受
信
機
の
調
子
は
い
か
が
で

す
か
。
故
障
し
た
り
、
電
池
が
消

耗
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
防

災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
は
、
停

電
に
な
る
と
自
動
的
に
電
池
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。
停
電
で
な
く
て

も
、
誤
っ
て
電
源
を
抜
い
て
し
ま

っ
て
、
電
池
が
消
耗
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｃ
電
源
コ
ー

ド
を
抜
い
て
電
源
ラ
ン
プ
が
点
灯

し
な
い
、
ま
た
は
赤
色
の
ラ
ン
プ

が
点
滅
し
て
い
る
と
き
は
、
電
池

の
交
換
が
必
要
で
す
。

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機

は
、
借
り
受
け
申
請
の
あ
っ
た
世

帯
な
ど
に
無
償
で
貸
し
出
し
し
て

い
ま
す
。
借
り
受
け
申
請
の
手
続

き
は
、
役
場
総
務
課
（

２
１

１
０
）
ま
で
。

行
政
で
も
防
災
対
策
は
行
っ
て

い
ま
す
が
、
行
政
が
で
き
る
こ
と

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
た
と
き
は
、
情
報
連
絡
や

消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
出
・
救

護
、
給
食
給
水
な
ど
、
災
害
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、
地
域
で
お
互

い
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
自
身
が
防
災
意
識
を
高
め
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

職
場
や
学
校
、
行
政
区
で
行
わ

れ
る
避
難
訓
練
や
防
災
講
習
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
災
害
時

の
行
動
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
新
地
消
防
分
署（

２
１
１
７
）

・
役
場
総
務
課
（

２
１
１
０
）

・飲料水　・缶詰　・ｲﾝｽﾀﾝﾄﾗー ﾒﾝ ・ﾋ゙ ｽｹｯﾄ
・ﾁｮｺﾚー ﾄ ・アメ ・みそ汁　等
※非常食については、購入年月日、賞味期限を記
入しておいて、定期的に交換しましょう。

・傷薬　・胃腸薬　・ばんそうこう ・ハサミ
・包帯　・体温計　・脱脂綿　・ティッシュ
・綿棒　・毛抜き ・かぜ薬　・ﾋ゙ ﾀﾐﾝ剤　等

・ミルク ・紙おむつ ・ほ乳びん 等

・セーター ・ｼ゙ ｬﾝﾊﾟｰ類　・下着　・毛布　等

・現金　・印鑑　・預金通帳　・運転免許証
・パスポート ・車のスペアキー ・携帯電話
・10円玉（公衆電話用） 等
※ひとまとめにしてポーチ等に入れておきましょう。

・懐中電灯　・携帯用ラジオ ・ヘルメット
・防煙マスク ・軍手　・安全ピン ・缶切り
・栓抜き ・ナイフ ・予備電池　・マッチ
・ロウソク ・寝袋　・ガムテープ ・雨具
・レジャーシート ・タオル ・ビニール袋　等
※懐中電灯、ラジオ等の交換用電池のチェックも
忘れずにしておきましょう。

災害が発生し、危険な状態にあり
緊急に避難しなければならない場合
のために、町では地域防災計画で次
の場所を避難所に指定しています。

地区名 名　　　　称 所　　在　　地 連絡電話
福田小学校体育館 大字福田字中里16 2303
勤労青少年ホーム 大字福田字中里15 3106
作田コミュニティセンター 大字埒木崎字作田38 無
木崎公会堂 大字埒木崎字木崎486 無
新地小学校体育館 谷地小屋字愛宕１ 2006
尚英中学校体育館 谷地小屋字愛宕38 2052
老人憩いの家 谷地小屋字萩崎40 3920
農村環境改善センター 谷地小屋字樋掛田40-1 2085
総合体育館 小川字川向9-1 2200
大戸浜公会堂 大戸浜字浜北97 5432
大戸浜緑地広場 大戸浜字宮田 無
駒ヶ嶺小学校体育館 駒ヶ嶺字新町前52 3007
駒ヶ嶺公民館 駒ヶ嶺字新町11 3477
駒ヶ嶺町公会堂 駒ヶ嶺字大手左 無
藤崎公会堂 駒ヶ嶺字藤見８ 5402

福
田
地
区

新
地
地
区

駒
ヶ
嶺
地
区

▲ 第13行政区の自主防災訓練

最低限必要な物をコンパクトにまとめておきましょう。
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文化祭・産業まつり・健康福祉まつり・図書館まつり・保育展 

「町文化祭」が11月６日、７日に、
「第18回ふるさと産業まつり」「健康福祉
まつり」「図書館まつり」「保育展」が11
月13日、14日に町役場などで行われ、大
勢の町民で賑わいました。
「文化祭」では、芸能発表会や囲碁将
棋大会、作品展示などが、「産業まつり」
では、朝市会やＪＡそうま、漁協、商工
会、特産品振興協議会、地元企業らが
出店し産品を直売。また、歌謡ショーや
玉入れ、餅つき、○×クイズ、富くじ入
り投げ餅などが、「健康福祉まつり」で
は、健康優良者の表彰や体力測定、健康
講演会などが、「図書館まつり」では、
除籍した図書等の配付や人形劇、パソコ
ン体験などが、「保育展」では、子ども
たちの絵画や写真展示が行われました。

▲ 歌謡ショー

（写真左、林利志信さん、写真右、暁　恵さん）

▲ ＪＡ女性部のショータイム

▲ 尚英中吹奏楽部の演奏

▲ 地元企業も多数出店

▲ 支部対抗の豆つかみ競争

▲ 園児たちの手づくりの作品や写真が
▼ たくさん展示されました

▲ 健康優良者等の表彰式 ▲県立医科大学加藤清司先生による

健康づくり講演会

▲ 健康劇「赤ずきんちゃん番外編」 ▲ 高齢者作品展示▲ パソコン体験 ▲ 各種展示 ▲ 人形劇

▲ 野点コーナー ▲ 芸能発表会

▲ 来場者にはわたあめが無料サービス ▲ 囲碁・将棋大会

▲ 農産物共進会の展示ブース（産業まつり）



Ｈ１６.12.５.（６）（７） Ｈ１６.12.５.

▲　左から小泉淑さん、鈴木議会議長、加藤町長、渡邊祥三郎さん、渡邊祥三郎夫人

（
54
歳
・
小
川
）

昭
和
56
年
８
月
か
ら
23
年
１
月

の
永
き
に
わ
た
り
乳
幼
児
検
診
歯

科
医
師
、
ま
た
保
育
所
、
小
・
中

学
校
歯
科
医
師
及
び
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
委
員
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
保
健

衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
82
歳
・
新
地
町
）

多
年
に
わ
た
り
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
会
長
、
日
赤
奉
仕
団
委
員

長
等
を
歴
任
し
社
会
奉
仕
団
体
の

育
成
強
化
に
努
め
、
こ
の
間
、
社

会
福
祉
協
議
会
評
議
員
・
し
ん
ち

福
祉
会
理
事
等
と
し
て
活
躍
し
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

・
長
堀
　
守
弘
（
東
京
都
）

・
目
黒
美
津
英
（
中
里
）

・
菊
地
　
哲
子
（
岡
）

・
西
方
　
市
郎
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
旭
電
化
工
業
株
式
会
社
相
馬
工
場

・
鈴
木
　
俊
彦
（
鉄
炮
町
）

・
横
山
　
光
男
（
明
地
）

・
岡
元
　
金
良
（
鉄
炮
町
）

・
本
田
　
敏
朗
（
上
真
弓
）

・
荒
井
　
信
雄
（
大
山
田
）

・
今
野
　
　
博
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
佐
藤
　
成
行
（
富
倉
）

・
寺
島
　
清
光
（
新
町
）

・
平
間
　
春
子
（
城
内
）

・
菊
地
　
哲
子
（
岡
）

・
横
山
　
　
智
（
明
地
）

・
佐
藤
　
義
臣
（
中
里
）

・
林
　
　
秀
一
（
上
真
弓
）

・
木
村
　
三
雄
（
渋
民
）

・
荒
　
　
貞
雄
（
釣
師
）

・
平
成
16
年
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

夏
祭
り
入
館
者
一
同

・
加
藤
　
義
昭
（
杉
目
）

・
森
　
　
　
繁
（
渋
民
）

・
大
槻
　
功
一
（
上
真
弓
）

・
佐
藤
　
　
治
（
明
地
）

・
寺
島
　
琢
彦
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
荒
　
　
康
宏
（
明
地
）

・
西
方
　
市
郎
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
横
山
　
　
智
（
明
地
）

・
佐
藤
　
義
臣
（
中
里
）

・
林
　
　
秀
一
（
上
真
弓
）

・
寺
島
　
洵
一
（
小
川
）

・
橋
本
　
亮
一
（
藤
崎
）

・
渡
邉
　
弘
壽
（
原
町
市
）

・
目
黒
　
信
夫
（
明
地
）

・
濱
野
　
則
行
（
大
戸
浜
）

・
水
戸
　
　
茂
（
相
馬
市
）

・
伊
藤
　
幸
一
（
釣
師
）

・
山
内
　
安
義
（
高
田
）

町では、町合併50周年記念事業として10月31
日、「福田玲子　佐々木憲二　オペラアリアコン
サート」を町総合体育館で行い、約１，４００
人の方が会場に訪れました。
演奏は、日本で最も古い伝統を誇る「東京フ

ィルハーモニー交響楽団」、指揮は世界的にも高
い評価を受けている船橋洋介さんが行い、オープ
ニングの「新地町の歌」では町のコーラスグルー
プ「コールしおさい」を中心としたコーラス団体
と、尚英中吹奏楽部が共演しました。
続いて、ソプラノ歌手福田玲子さんとバリトン
歌手佐々木憲二さんによる、歌劇「カルメン」か
ら「前奏曲」と「闘牛士の歌」、「メリー・ウィド
ウ」など11曲を披露。
最後には、佐々木憲二さんのリードで会場全

体で「椰子の実」を大合唱し、最高のステージと
なりました。会場に訪れた方々は、一流の生演奏
に惜しみない拍手を送っていました。

～新地町合併50周年記念事業～　福田玲子　佐々木憲二　オペラアリアコンサート 

福
田
玲
子
・
佐
々
木
憲
二
オ

ペ
ラ
ア
リ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
指
揮

し
た
。
総
合
体
育
館
は
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
に
変
身
し
１
３
０
０
名
を
超

す
聴
衆
に
包
ま
れ
て
、
素
敵
な
夫

妻
の
歌
声
へ
温
か
い
眼
差
し
が
注

が
れ
て
い
た
。
地
元
の
合
唱
団
、

中
学
校
の
吹
奏
楽
も
２
人
に
花
を

添
え
て
。
深
く
艶
や
か
な
響
き
を

持
つ
ソ
プ
ラ
ノ
は
絶
品
。
お
話
も

上
手
な
品
の
あ
る
バ
リ
ト
ン
は
30

代
、
共
に
こ
れ
か
ら
磨
き
が
か
か

っ
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
逸
材
。

東
京
フ
ィ
ル
は
歌
に
対
し
て
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
る
素
晴
ら

し
い
オ
ケ
だ
。
地
元
の
合
唱
も
本

番
は
良
い
集
中
力
と
笑
顔
で
素
敵

な
合
唱
だ
っ
た
。
ま
た
ご
一
緒
で

き
た
ら
い
い
な
ぁ
。
聴
衆
の
皆
さ

ん
が
と
て
も
良
く
聴
い
て
下
さ
っ

て
い
た
。
町
を
挙
げ
て
の
公
演
。

二
人
の
活
躍
と
新
地
町
の
次
に
つ

な
が
る
音
楽
活
動
の
発
展
を
期
し

て
、
サ
ル
ー
テ
！

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.y-funabashi.com

▲ 被表彰者を代表して謝辞を述べる渡邊祥三郎さん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

コンサート終了後、福田玲子さん、 ▲

佐々木憲二さんと一緒に記念撮影
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架 空 請 求 業 者 に よ る 少 額 訴 訟 の 提 訴 架 空 請 求 業 者 に よ る 少 額 訴 訟 の 提 訴 架 空 請 求 業 者 に よ る 少 額 訴 訟 の 提 訴 

架空請求業者 裁判所 

被請求者 ①請求書 
の送付 

②無視 

⑥勝訴判決 

③少額訴訟 

⑤無視 

④口頭弁論期日 
呼出または答 
弁書催告状の 
送付 

①
架
空
請
求
業
者
が
、
架
空
の

債
権
等
の
請
求
書
を
被
請
求

者
に
送
り
つ
け
ま
す
。

②
被
請
求
者
は
、
身
に
覚
え
の
な

い
請
求
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の

指
導
ど
お
り
無
視
を
し
ま
す
。

③
架
空
請
求
業
者
は
、
連
絡
、

支
払
い
が
な
い
こ
と
に
対
し
、

被
請
求
者
を
相
手
取
り
、
少

額
訴
訟
を
提
訴
し
ま
す
。（
①

②
が
な
い
こ
と
も
あ
る
）

④
簡
易
裁
判
所
か
ら
、
被
請
求

者
に
口
頭
弁
論
期
日
の
呼
出

し
、
ま
た
は
答
弁
書
催
告
状
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

⑤
被
請
求
者
は
、
簡
易
裁
判
所

か
ら
の
呼
出
し
文
書
等
に
対

し
、
身
に
覚
え
の
な
い
債
権
等

の
請
求
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出

頭
、
連
絡
を
し
ま
せ
ん
。

⑥
簡
易
裁
判
所
は
、
被
請
求
者

が
裁
判
期
日
に
出
頭
し
な
い
場

合
、
敗
訴
判
決
を
言
い
渡
し
た

上
、
原
告
（
架
空
請
求
業
者
）

か
ら
請
求
の
あ
っ
た
金
額
の
支

払
い
命
令
を
行
い
ま
す
。（
差

し
押
さ
え
手
続
き
を
行
う
業
者

も
あ
る
）

◆
被
請
求
者
に
と
っ
て
遠
方
の
簡

易
裁
判
所
に
提
訴
し
、
わ
ざ
と
出

頭
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

★
裁
判
所
か
ら
の
公
判
呼
び
出

し
状
に
対
し
て
は
、
身
に
覚
え

の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
指
定

日
に
出
頭
す
る
こ
と
。

★
裁
判
所
が
遠
方
の
場
合
、
近

く
の
裁
判
所
に
「
移
送
」
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

★
事
前
に
、
弁
護
士
や
司
法
書

士
等
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ

と
。（
被
害
が
多
数
と
な
っ
た
場

合
、
弁
護
団
が
結
成
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
）

●60万円以下の金銭取引き問題が対象。
●原則１回だけの審理で判決がでる。
●証拠調べは、原則として審理期日に法廷に提出されたものに
限られる。
●判決に対し、控訴できない。判決に不服がある場合、同じ裁
判所に異議申し立てできる。
●同一の裁判所に、年間10回を越えて異議申し立てができない。

今や、私たちの生活に必要不可欠なものとなりつつあ
る携帯電話。運転中の携帯電話の使用は大変危険です。
走行中に電話をかけたり、メールを見たり、着信音が鳴
り電話にでたりしていませんか。
平成16年11月１日から、運転中の携帯電話の使用

や酒気帯び運転、暴走行為について道路交通法の一部
が改正されました。今回改正になったポイントをお知ら
せします。

走行中の携帯電話等の使用に
対する規制強化
自動車または原動機付き自転車の運転中に、携帯
電話等（携帯電話、ＰＨＳ、自動車電話、トランシ
ーバー型無線機など）を手でもって通話やメール、
ゲームをすると罰則等が生じます。
ハンズフリー装置を使用した場合は適用除外となり

ます。
◆罰　則　５万円以下の罰金（３ヵ月以下の懲

役又は５万円以下の罰金）
◆反則金 ・大型　７千円（１万２千円）

・普通　６千円（９千円）
・二輪　６千円（７千円）
・原付　５千円（６千円）

◆違反点　１点（２点）
※（ ）は交通の危険を生じさせた場合

集団暴走行為は、被害者の有無
にかかわらず罰則適用
これまで、暴走族による暴走行為、集団による
交通危険行為や迷惑行為などの集団暴走行為に
は、迷惑や危険を受けた人がいなければ罰則が適
用されませんでしたが今回の改正により被害者の
有無にかかわらず、罰則が適用されることになり
ました。
◆罰　則　２年以下の懲役又は50万円以下の罰金
◆違反点　25点

酒気帯びの呼気検査拒否に対する
罰則が強化（検査拒否の罰金）
警察官は、車両等に乗車し、又は乗車しようと
している者が、酒気帯び運転等をするおそれがあ
ると認められるときは、その者の体内アルコール
保有量を調査するため呼気を検査することができ
ます。その際の呼気検査を拒否、妨害したことに
対する罰則が強化されました。
◆罰　則　30万円以下の罰金

消音器不備車両の運転に対する罰則
消音器（マフラー）を備えていない、又は違法
な改造をした消音器を備えた自動車・原動機付き
自転車に対する、罰則が強化されました。
◆罰　則　５万円以下の罰金
◆反則金 ・大型　７千円

・普通、二輪　６千円
・原付　５千円

◆違反点 ２点

騒音運転等に対する罰則と反則金が新設

著しく他人に迷惑を及ぼす騒音を生じさせるよ
うな「急発進」、「急加速」、「空ぶかし」などの騒
音運転等に対する罰則が新設されました。
◆罰　則　５万円以下の罰金
◆反則金 ・大型　７千円

・普通、二輪　６千円
・原付　５千円

◆違反点　２点

放置車両の処分期間の短縮
レッカー移動・保管された放置車両の所有者等
が不明の場合、警察署長がその車両を売却（処分）
できるまでの期間が、「公示後３ヵ月」から「公示
後１ヵ月」に短縮されます。

相馬警察署（ ３１９１）

今
回
、
紹
介
し
た
他
に
も
、
オ

レ
オ
レ
詐
欺
や
業
者
を
名
乗
っ
た

訪
問
者
な
ど
は
い
ろ
い
ろ
な
手
口

で
皆
さ
ん
か
ら
、
お
金
を
引
き
出

そ
う
と
し
ま
す
。
疑
わ
し
い
電
話

や
通
知
が
届
い
た
ら
、
ひ
と
り
で

解
決
せ
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

・
相
馬
警
察
署(

３
１
９
１)

・
町
民
課
（

２
１
１
６
）
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平成17年１月９日�
（受付）午後１時～　（式典）午後１時30分～
農村環境改善センター
式典・アトラクション
町内在住又は、町内出身で昭和59年４月２日
～昭和60年４月１日に生まれた方。

新地公民館（ ２０８５）

平成17年１月１日�
午前６時
鹿狼山登山口

☆参加者に記念品プレゼント
鹿狼山元旦登山実行委員会

役場企画振興課（ ２１１２）

平成17年１月１日�
午前５時
釣師浜海水浴場

☆参加者にとん汁サービス

釣師の浜をきれいにする会
会長　武澤　章（ ２１７３）

一生に一度の想い出にぜひ参加ください。

農
業
・
農
村
が
持
続
的
に
発
展

す
る
た
め
に
は
、
経
営
感
覚
に
優

れ
た
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
を
め
ざ
し
、
自
己
の
農
業
経

営
を
積
極
的
に
改
善
す
る
認
定
農

業
者
の
確
保
・
育
成
と
、
認
定
農

業
者
へ
の
農
用
地
の
利
用
集
積
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
で
は
県
に
準
じ
、
12
月
を
強

化
月
間
と
し
て
、
役
場
農
林
水
産

課
や
町
農
業
委
員
会
等
で
構
成
す

る
町
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
次
の
２
つ
を
柱
に

促
進
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

・
各
集
落
に
２
名
以
上
の
認
定
農

業
者
の
確
保
・
育
成

・
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
位

置
づ
け
ら
れ
た
担
い
手
の
認
定
農

業
者
へ
の
誘
導

・
利
用
権
設
定
率
１
％
ア
ッ
プ

・
農
用
地
利
用
改
善
団
体
を
活
用

し
た
集
落
営
農
の
推
進
と
「
地
域

ぐ
る
み
」
の
農
地
集
積

期
間
中
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し

や
相
談
指
導
活
動
、
農
業
委
員
に

よ
る
訪
問
相
談
活
動(

１
・
１
・
１

運
動)

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

農
業
経
営
の
改
善
に
意
欲
が
あ

る
農
業
者
の
方
や
、
離
農
に
よ
る

農
地
の
貸
し
出
し
等
を
考
え
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
農
業
委

員
が
出
し
手(

貸
し
手)

と
、
受
け

あ
な
た
も
認
定
農
業
者
に
な
ろ
う
！

農
業
経
営
基
盤
強
化
月
間
で
す

町
で
は
遊
休
桑
園
を
一
掃
し
、

農
用
地
の
利
用
集
積
を
促
進
す
る

た
め
、
遊
休
桑
園
を
抜
根
整
備
し
、

抜
根
跡
に
作
付
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

農
用
地
の
荒
廃
防
止
・
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

役
場
農
林
水
産
課(

２
１
９
４)

・農業日誌 １，４００円
・ファミリー日誌 １，４００円
・新農家暦 ４６０円

12月17日（金）

役場農林水産課（ ２１９４）

好評発売中

野地富士雄さん（沢口）へ大臣感謝状
長年にわたり、農林水産統計に協力いただいた野

地富士雄さんに、農林
水産大臣より感謝状が
贈られました。
野地さんは、10年間

にわたり、農家の経営
状況や農畜産物の生産
費を把握する「農業経
営統計調査」にご協力
いただきました。５年
前にも同感謝状をいた
だいており、今回で２
回目の受賞になります。
おめでとうございます。

田を貸した方等に助成金！
町では米の生産調整に係る支援施策として、各

種の町単独助成措置を行っています。なかでも、農
地の賃借や、農作業受委託に対する助成措置は、
下記のとおりです。
申請をされていない方は、早急に申請、もしく

は、ご相談ください。

＝１０ａ当たり１，０００円
（町農業委員会で把握の契約のみ）
１０ａ当たり１，０００円

＝１０ａ当たり１，０００円
（基幹３作業以上委託の場合のみ）
１０ａ当たり１，０００円

※基幹作業とは耕起、施肥、代掻き、田植え、
除草、防除、刈取、乾燥調整等

１２月１７日�
役場農林水産課（ ２１９４）
町農業委員会事務局（ 2１９５）

手(

借
り
手)

の
意
向
に
基
づ
く
調

整
の
う
え
、
結
び
付
け
に
よ
り
利

用
権
を
設
定
し
ま
す
。

町
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
役
場
農
林
水
産
課
内
）

（

２
１
９
４)

▲ ２回目の受賞となった野地富士雄さん。
今後もがんばって続けていきたい
と話してくれました。
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選手の交流と技術の向上を目的とした「第23回新
地町・山元町親善少年剣道大会」が11月28日、勤労
青少年ホームで行われ両町の小・中学生約50人が親
善試合を通して交流しました。
各部門の優勝者は次のとおりです。
■団体戦　小学生の部：山元町

中学生の部：新地町
■個人戦　小学生の部（低学年）：阿部友平（山元町）

（高学年）：脇坂浩明（山元町）
中学生の部：濱野竜輔（新地町）

町ＰＴＡ連絡協議会による地域教育懇談会は11月
27日、尚英中学校において、県立新地高等学校長
佐々木孝司先生を講師に講演会が行われ、町内のＰ
ＴＡ役員や町民約80人が参加しました。
佐々木先生は、「高等学校は生徒を立派な社会人と
して実社会に送り出す訓練の場」を教育理念として
おり「学校、家庭、地域が三位一体となった連携が必
要」と今年４月に赴任してから、取り組んでいる様々
な改革について、実例を示しながら発表しました。

稽
古
の
成
果
を
競
っ
た
剣
士
た
ち

国保主催による、60歳以上の男女を対象としたシ
ルバーダンス３地区合同ダンスパーティーが11月25
日、農村環境改善センターで行われ、町内の愛好者
約50人が軽やかなステップを踏みながらワルツやル
ンバを楽しみました。
ダンスは、背筋を伸ばして踊ることにより、足腰
を丈夫にし、老化を防ぐ効果や男女が互いに組んで
踊ることにより精神的な若返りにもなると言われて
います。

第13回町民バレーボール大会が11月23日、町総合
体育館で行われ、約２００人が参加して熱戦を繰り
広げました。
地区対抗で行われた大会には15チームが参加、

Ａ・Ｂ両ブロックに分かれて、予選リーグ、決勝ト
ーナメントを戦いました。成績は次のとおりです。

第15行政区Ａ
第13行政区

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
展
開
さ
れ
た

「
新
地
高
校
の
改
革
を
と
お
し
て
の
地
域
の
連

携
」
と
題
し
講
演
を
行
う
佐
々
木
先
生

▲ ハツラツとプレーする選手たち

第
12
回
相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会

社
社
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
11
月
４

日
、
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
12
チ
ー
ム
約
80
人
が
参
加
し
、
秋
晴

れ
の
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
み
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

：

駒
北
Ｂ（
吉
田
愛
子
、齋
藤
ミ

ツ
子
、加
藤
末
吉
、
吉

田
　
正
、加
藤
静
枝
）

：

小
川

：

駒
中
Ｂ
・
駒
北
Ａ

▲ 加藤町長から激励金が贈られました

町
で
は
、
11
月
13
日
、
14
日
に
行
わ
れ

た
２
０
０
４
年
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
東
北
支
部
ブ
ロ

ッ
ク
内
水
泳
競
技
大
会
に
兄
弟
で
出
場
し

た
２
人
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。
翔
太

く
ん
は
同
大
会
に
６
回
目
、
勇
太
く
ん
は

３
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

成
績
は
、
翔
太
く
ん
が
■
50
ｍ
バ
タ
フ

ラ
イ:

２
位
■
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ:

３

位
■
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ:

１
位
。

勇
太
く
ん
が
■
50
ｍ
自
由
形:

３
位
■

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ:

２
位
■
２
０
０
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー:

４
位
。

町
内
各
地
で
防
火
を
呼
び
か
け

町
の
秋
季
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
が
11
月
７
日

に
行
わ
れ
、
旧
役
場
庁
舎
駐
車
場
か
ら
町
内
各

地
を
巡
回
し
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
町
婦
人
消

防
隊
防
火
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

11
月
28
日
に
新
地

小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
隊
員
た
ち
の

親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

▲ 調印を行う木水所長（左）、加藤町長（右）

常
磐
自
動
車
道（
新
地
南
地
区
）の
設
計

協
議
調
印
式
が
11
月
19
日
、
役
場
正
庁
に
お

い
て
、
日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
相
馬
工
事

事
務
所
長
、
相
双
建
設
事
務
所
長
並
び
に
関

係
者
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
地
南
地
区
は
相
馬
市
境
か
ら
仮
称
新
地

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
建
設
さ
れ
る
駒
ヶ
嶺

赤
柴
前
地
内
ま
で
、
約
１，

２
０
０
ｍ
区
間

で
、
高
速
道
路
と
交
差
す
る
道
路
・
水
路
に

つ
い
て
地
域
住
民
と
協
議
を
進
め
、
合
意
に

達
し
た
こ
と
か
ら
覚
書
に
加
藤
町
長
と
日
本

道
路
公
団
東
北
支
社
相
馬
工
事
事
務
所
木

水
所
長
が
調
印
し
ま
し
た
。

わ
き
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
す
る
隊
員
達

ダ
ン
ス
を
通
し
て
交
流
す
る
参
加
者
た
ち
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は休館日

『
家
族
の
命
リ
レ
ー
』

あ
い
は
ら

友
子

病
気
を
き
っ
か
け
に
崩
壊
す
る

家
族
。
医
師
で
あ
る
夫
が
決
意
し

た
の
は
自
ら
の
肝
臓
を
提
供
す
る

こ
と
だ
っ
た
。
医
師
の
夫
を
持
つ

著
者
が
、
生
体
肝
移
植
を
切
り
口

に
家
族
愛
を
描
く
。

『LOVE
ALL
PLAY

』

M
EGUM

I

『W
hataD

ay

』

葉
加
瀬
太
郎

『
古
典
落
語
入
門
ベ
ス
ト
』

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

４
月
に
行
わ
れ
た
基
本
健
康
診

査
受
診
者
の
65
歳
以
上
の
方
に
、

健
康
観
・
日
常
生
活
の
体
力
・
転

倒
経
験
の
有
無
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
１
０
９
２
名
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

・
健
康
だ
と
思
う

73
％

・
健
康
で
は
な
い
と
思
う

25
％

・
普
通
の
生
活
で
は
問
題
な
い

85
％
以
上

・
支
障
が
な
く
又
は
な
ん
と
か
自

分
の
こ
と
は
で
き
る

97
％

・
こ
こ
１
年
以
内
に
転
ん
だ
こ
と

が
あ
る

23
％

年
齢
と
と
も
に
心
身
の
機
能
の

低
下
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。

低
下
の
速
度
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
が
、
速
度
を
遅
く
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が

送
れ
、
生
き
が
い
や
社
会
的
な
役

割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
期
間

「
健
康
寿
命
」
を
長
く
す
る
こ
と
に

『
キ
ッ
パ
リ
！
』

上
大
岡
　
ト
メ

今
す
ぐ
で
き
て
簡
単
、
お
気
楽
、

た
い
し
た
覚
悟
も
い
ら
な
い
、
大

金
も
か
か
ら
な
い
、
５
分
間
で
自

分
を
変
え
る
60
個
の
方
法
。

『
Ｍ
ｒ．

イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル
』

ア
イ
リ
ー
ン
・
ト
リ
ン
ブ
ル

Ｍ
ｒ．

イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル
と

そ
の
家
族
は
、
実
は
並
は
ず
れ
た

ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
の
持
ち
主
。
あ

る
日
、Ｍ
ｒ．
イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル

の
も
と
に
極
秘
の
指
令
が
届
く
。

新
地
保
育
所
の
乳
児
ク
ラ
ス
で

は
、
満
３
カ
月
か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん

を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
が
一
日
の
生
活
を
機
嫌
よ
く

過
ご
せ
る
よ
う
、
保
育
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

Ｍ
君
「
ぼ
く
、
も
う
４
歳
に
な

っ
た
ん
だ
！
」

保
育
士
「
す
ご
い
ね
ぇ
。
大
き

く
な
っ
た
ね
。」

Ｍ
君
「
だ
っ
て
、
ぼ
く
回
転
寿

司
４
皿
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
だ
！
」

４日� 各保育所

９日� 浜保育所
10日� 新地保育所

福田保育所
14日� 駒ヶ嶺保育所

15日� 浜保育所

21日� 浜保育所
福田保育所

22日� 新地保育所
駒ヶ嶺保育所

泣
く
子
は
育
つ

「
泣
か
せ
た
ら
悪
い
」「
泣
く
の

は
困
っ
た
こ
と
」
な
ど
と
考
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
子
育
て
の
古
い
風
習
に

「
泣
き
相
撲
」
が
あ
り
ま
す
。
元
気

に
泣
い
た
ほ
う
が
勝
ち
と
い
う
、

ス
ト
レ
ス
を
プ
ラ
ス
に
転
換
す
る

『
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス

マ
ス
』

エ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ル

『
盲
導
犬
が
日
本
に
生
ま
れ
た
日
』

『
京
都
な
る
ほ
ど
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

『
エ
ル
マ
ー
の
あ
た
ら
し
い
と
も
だ

ち
』

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
く
ろ
ゆ
き
ひ

め
』

『
知
っ
て
お
き
た
い
子
ど
も
の
ぜ
ん

息
ケ
ア
』（
館
内
視
聴
用
）

『
黒
革
の
手
帖
』

松
本
清
張

『
海
岸
通
り
で
つ
か
ま
え
て
』

秋
野
ひ
と
み

『
震
災
列
島
』

石
黒
　
耀

『
婦
人
科
の
病
気
』

『
会
社
年
鑑
２
０
０
５
』

生
活
の
知
恵
で
す
。
理
由
が
分
か

ら
な
い
「
泣
き
」
は
、
そ
う
い
う

視
点
で
見
る
と
泣
き
声
も
少
し
は

違
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

日
々
成
長
し
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

と
か
か
わ
る
「
今
」
は
、
貴
重
な

一
瞬
で
す
。
保
育
所
で
は
、
そ
の

一
瞬
を
大
事
に
し
た
保
育
を
心
掛

け
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を

多
く
も
っ
て
い
ま
す
。

泣
き
声
も
笑
い
声
も
響
か
せ
て
、

子
育
て
を
プ
ラ
ス
思
考
で
楽
し
い

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
♪

Hello Shinchi! This month, many great things happened for me.  First,
I really enjoyed Shoei’s Culture Festival.In America, our schools do not have
Culture Festivals, but I wish that they did.  I think that culture festivals are
great for the students to work together and have fun together.  And, it is also
a great time for the parents to see what the students have prepared at school.
The singing competition was my favorite part. I am impressed with how well
the students can sing together.  I also love all of the delicious food at the Culture Festival.  Every-
thing was delicious, but I especially loved the tako yaki.
Away from Shinchi, I was very lucky to be able to take a trip to Hokkaido.  It was my friend’

s birthday, so we got a very special deal on our plane tickets.  Four other Foreign English Teach-
ers from Fukushima and I flew into Sapporo on a Saturday morning. In Sapporo, we visited the
Sapporo Beer Gardens.  Also, we saw a Christmas Tree Ceremony our first night there.  There
was a very big crowd there to see the ceremony as well as many TV cameras.  It was very inter-
esting.  From Sapporo, we went to Otaru, which I really liked.  We ate great crab and sushi and
enjoyed walking around the town and seeing all of the amazing glass shops.  Otaru reminded
me of some of the towns that I visited in Europe.  It had many old-looking buildings and water
canals.  Very nice.  After Otaru we went to Toyako.  In Tokako, we rented bicycles to ride around
the lake.  We also saw the famous crater close to the lake which grew amazingly quickly, in only
2 years.  There was still steam coming out of the mountain.  I had never seen anything like that
before.  From Toyako, we returned back to Sapporo on Tuesday evening for our flight home.
Many people asked me if it was cold in Hokkaido.  It actually wasn’t much colder than

Shinchi.  We saw some snow in the mountains, but not very much.  I know that soon, winter
will be here.  Time to get out my kotatsu!
Anyways, that is all for this month. Till nexttime, I will see you around town!

（和訳は19ページ）

そ
れ
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は

「
泣
き
」
は
つ
き
も
の
。
泣
か
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
泣
か
れ
て
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
困
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
も
そ
も
「
泣
き
」
と
い
う
の

は
、
言
葉
で
思
い
を
伝
え
ら
れ
な

い
赤
ち
ゃ
ん
が
生
存
す
る
た
め
に

必
要
な
行
動
で
す
。
泣
く
理
由
に

は
、「
お
な
か
が
す
い
た
」「
眠
い
」

「
お
し
り
が
汚
れ
た
」
な
ど
様
々
な

欲
求
が
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、「
夜
泣
き
」
や
病
気
な
ど

泣
く
の
が
仕
事

の
異
常
を
訴
え
る
「
泣
き
」
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
い
つ
も
と
違
っ
た

「
泣
き
」
に
は
要
注
意
。
赤
ち
ゃ
ん

が
泣
く
た
び
に
「
ど
う
し
て
泣
い

て
い
る
の
か
し
ら
？
」
と
考
え
て

み
る
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。

つ
な
が
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
は
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い

期
間
を
延
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

心
身
の
機
能
を
急
激
に
低
下
さ

せ
る
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
や
、
骨

折
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
介
護
が
必
要
に
な
る
原

因
は
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
多
く
、

転
倒
・
骨
折
の
理
由
は
老
化
に
よ

る
筋
力
の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

筋
力
の
維
持
・
向
上
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
毎
日

決
め
ら
れ
た
時
間
・
場
所
で
行
う

運
動
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
自

宅
で
で
き
る
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
毎
日
自
分
の
ペ
ー
ス
で

続
け
ら
れ
る
運
動
が
筋
力
の
維

持
・
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
下

旬
か
ら
各
地
区
で
健
康
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
転
倒
予
防
に

つ
い
て
の
お
話
、
体
操
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
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ふ
れあ
いと創造のまち

・
新
地
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
４

実
行
委
員
会
（
委
員
長
吉
武
研
司
）

よ
り
10
万
円

・
故
只
野
鉄
治
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
只
野
良
夫
さ
ん
（
新
町
）
よ

り
10
万
円
／
故
高
橋
正
さ
ん
の
ご

遺
志
と
し
て
高
橋
と
し
子
さ
ん

（
大
山
田
）
よ
り
10
万
円
／
福
島

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
様
よ
り

１
万
円

・
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新
地
総
合
支
店
様

よ
り
４
万
円
／
只
野
サ
タ
さ
ん

（
新
町
）
よ
り
紙
お
む
つ
10
袋
／
佐

◎場所は保健センター

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

※平日の修理は指定工事業者にお申し込みください。

町
で
は
、
平
成
17
年
度
の
「
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

２
月
１
日
�
〜
２
月
28
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

建
設
工
事
請
負
業
者
、
測
量
設

計
業
務
、
調
査
業
務
、
製
造
業
務
、

物
品
販
売
業
務
、
修
繕
業
務
、
そ

の
他

※
総
括
票
等
の
必
要
書
類
は
役
場

総
務
課
か
ら
、
ま
た
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能
で
す
。

総
務
課
財
政
係
（

２
１
１
０
）

道路改良工事に伴い次のとおり通行規制を行います。
①

町道東清水北向東線のＪＲ線ガー
ド前後（図１）
工事に伴い通りにくくなりますので、
地区外の車両等の通行は控えるよう
ご協力ください。（迂回路あり）
平成１７年３月３１日まで

②
町営住宅愛宕団地地内（図２）
トーヨー愛宕苑方面から愛宕団地
北端を経由し町中心部及び小中学
校に抜ける道路を利用の際は、現
場の迂回路をご利用ください。
平成１７年３月３１日まで
都市計画課（ ２１１３）

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

毎
年
行
わ
れ
る
国
の
指
定
統
計
調

査
で
す
。

12
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
左
記
の
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

・
荒
　
健
二
郎

・
斎
藤
福
太
郎

・
竹
澤
　
正
美

企
画
振
興
課
（

２
１
１
２
）

相
馬
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平

成
17
年
４
月
入
学
の
学
生
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

40
名
（
男
・
女
）

﹇
推
薦
入
学
含
む
﹈

12
月
20
日
�
（
必
着
）

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
17
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む)

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

平
成
17
年
１
月
７
日
�

相
馬
看
護
専
門
学
校

学
科
試
験
『
国
語

Ⅰ
（
漢
文
は
除
く
）、
数
学
Ⅰ
、
英

語
Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
Ｂ
』

平
成
17
年
１
月
26
日
�

相
馬
看
護
専
門
学
校

面
接
試
験

２
０
、
０
０
０
円

募
集
要
項
は
、
相
馬
看
護
専
門

学
校
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
で
募
集
要
項
を
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
募
集
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

２
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）

を
必
ず
同
封
の
う
え
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

〒
９
７
６
―
０
０
０
６

相
馬
市
石
上
南
蛯
沢
３
４
４

相
馬
看
護
専
門
学
校
総
務
係

（

８
１
１
８
）

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も

や
離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期

間
を
２
カ
月
に
延
長
す
る
こ
と
な

ど
を
柱
と
し
た
改
正
法
が
成
立
し
、

平
成
16
年
12
月
２
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

①
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定

義
の
拡
大

②
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

③
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化

な
ど

内
閣
府
で
は
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ

イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.gender.go.jp/e-

vaw
/index.htm

）
福
島
県
人
権
男

女
共
生
グ
ル
ー
プ
（

０
２
４
―

５
２
１
―
７
１
８
８
）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
12
月
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ス
マ

ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

・
午
前
11
時
30
分
〜
12
時

・
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

○・
午
前
10
時
〜
12
時

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

無
料

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

藤
啓
治
さ
ん
（
釣
師
）
よ
り
梨
10

㌔
／
管
野
政
志
さ
ん
（
埓
浜
）
よ

り
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
15
㌔
、
大
根
28

本・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
28
回
57

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
７
回
14
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／
新
地
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２
人
／
漁

協
婦
人
部
１
回
２
人
／
新
地
高
等

学
校
３
回
57
人
／
あ
ぶ
く
ま
信
用

金
庫
職
員
１
回
８
人



Ｈ１６.12.５.（18）（19） Ｈ１６.12.５.

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
１

枚
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
か
年

を
重
ね
る
ご
と
に
、
１
ヵ
月
、
１

年
が
短
く
感
じ
ら
れ
る
。

昭
和
の
大
合
併
か
ら
50
年
が
経

過
し
、
記
念
誌
や
写
真
展
で
こ
れ

ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

そ
し
て
今
、
平
成
の
大
合
併
の

大
き
な
渦
の
中
に
い
る
。

８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
相
馬
市

と
の
任
意
合
併
協
議
会
も
７
回
を

数
え
、
新
市
将
来
構
想
も
示
さ
れ

た
。
明
日
か
ら
は
前
の
約
束
通
り
、

行
政
区
ご
と
の
住
民
説
明
会
が
行

わ
れ
る
。
一
つ
に
は
、
合
併
へ
の

道
。
二
つ
に
は
、
合
併
し
な
い
道
。

「
選
択
肢
は
住
民
投
票
で
」
と
区

長
会
よ
り
要
望
が
あ
る
の
で
、
尊

重
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

新
地
町
の
将
来
に
係
わ
る
重
要

な
こ
と
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
情

報
開
示
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
説

明
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

（
11
月
25
日
記
）

こんにちは、新地の皆さん。今月は私にとって色々な事がありました。まず初めに、尚英中学
校で文化祭が行われました。アメリカでは文化祭はないのです、でもアメリカの学生にもやって
欲しいですね。私が思うに、文化祭というものは生徒たちが一緒に作業が出来てしかも楽しいと
いう素晴らしいものだと思います。そして、保護者にとっても子どもが学校でなにをしてるかを
見る絶好の機会だと思います。合唱コンクールは私の大好きなプログラムの一つです。私は生徒
たちが素晴らしい歌を歌ったことに感動しました。また、文化祭での食べ物も美味しかったです。
全部美味しかったですけど、やっぱり一番は『たこ焼き』ですね。
新地から離れて、北海道で素晴らしい旅を出来たことは幸せでした。友達の誕生日のおかげで
格安で飛行機のチケットを購入することが出来ました。四人の外国人の先生と土曜の朝に札幌に向かいました。札幌では、札幌ビ
アガーデンに行きました。また、一日目の夜にクリスマスツリーのセレモニーをそこで見ました。そこはとても混んでいてＴＶの
カメラまでいました。とても楽しかったです。札幌から次に小樽に向かいました。どっちも素晴らしかったです。私達はカニや寿
司を食べ、町並みを楽しみながら散歩しガラス細工のお店に入りました。小樽の町並みは私が昔訪れたヨーロッパに似ていました。
古い建物や運河がそっくりです。小樽の後は洞爺湖に行きました。洞爺湖では自転車を借りて湖の周りを散策しました。私達は有
名なクレイターを見ましたけど、あれが二年で出来たことにビックリしました。その山は今も水蒸気を出していました。私は今ま
でにあのようなのは見たことありませんでした。洞爺湖から札幌に戻り、火曜の夕方に家に帰ってきました。たくさんの人が私に
北海道は寒かったと聞きますが、実際は新地より寒くはなかったです。たくさんの雪山を見ましたが、どれも素晴らしいものでし
た。冬はそこまで来ています。コタツから出れませんね！これが私の一ヶ月でした。次の時間までどこかで会いましょう！

和訳：尚英中学校　古橋秀輝先生

（和訳編）

第
53
回
福
島
県
統
計
大
会
が

10
月
28
日
、
原
町
市
民
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
統

計
調
査
に
協
力
さ
れ
た
方
々
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

町
か
ら
も
、次
の
３
人
が
福
島
県

統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
７
年
の
国
勢
調
査
か
ら
、

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
、
事
業
所

企
業
統
計
調
査
・
商
業
統
計
調
査
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
工
業
統
計
調

査
、
商
業
統
計
調
査
な
ど
の
統
計

調
査
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
７
年
の
国
勢
調
査
か
ら
農

林
業
セ
ン
サ
ス
、
事
業
所
企
業
統

計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
な
ど
の

統
計
調
査
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス

か
ら
、国
勢
調
査
、就
業
構
造
基
本

調
査
、住
宅
・
土
地
統
計
調
査
な
ど

の
統
計
調
査
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

・エネルギー 284キロカロリー ・カルシウム 166ミリグラム
・蛋　白　質　18.2グラム ・塩　　　分　0.8グラム
（４人分）

・いわし ８尾　・ほうれん草　1/2把　・バター 20ｇ
・プロセスチーズ（厚さ５ミリ） ８枚　・卵　２個　・ピーマン（赤・青） ２個
・ナツメグ、塩、こしょう、クレソン（パセリ） 少々　・小麦粉　適量　　・白ワイン 大さじ２　・レモン汁　大さじ１

①いわしは頭をとって手開きにし、中骨をはずす。内側に軽く塩・こしょうをふり、小麦粉を薄くまぶす。
②ほうれん草は色よくゆで、水気をしぼり、粗くみじん切りし、バターで炒め、塩・こしょう・ナツメグで調味する。
③①のいわしに②のほうれん草をのせ、チーズを重ね、いわしを２つ折りにし楊枝で止め、中身が出ないよう小麦粉・溶き卵
をたっぷりつける。
④フライパンにサラダ油を熱し、いわしを入れ、両面にきれいな焼き色をつけ、白ワインをふり入れふたをし、中まで火を通し、
仕上げにレモン汁をふりかける。
⑤ピーマンは縦６～８つに切り、表面に薄く油をぬり、焼き網で焼く。（油で揚げてもよい）
⑥器にいわしのピカタを２尾ずつ盛り、焼きピーマン、クレソンを添える。

・カルシウムを少しでも多くとるためにチーズを加え、クレソンを添えました。
・ほうれん草の代わりに、青しそでもおいしくいただけます。

小学生に、お互い協力して花を育てることを通し
て、思いやりの心、人権尊重について理解してもら
うことを目的に実施されている「人権の花」運動が、
町内の各小学校で行われ生徒が心を込め育てたマリ
ーゴールドなど３種類の花がきれいに咲きました。
町では、地域住民が、自由で平等に生活していけ
るよう人権擁
護委員の伊藤
章さん、齊藤良
子さん、齋藤善
伸さんが、活動
しています。

平成16年度東北農政局土地改良事業地区営農推進
優良事例表彰式が11月16日に仙台市で行われ、岡地区
営農改善組合（大堀二郎会長）が土地改良事業の優良
団体として局長賞を受賞しました。
岡地区営農改善組合

は、平成13年に地区内の
受益農家83戸により設立
され、農家経営の向上、
大豆生産に係る担い手の
育成や経営改善などに寄
与し、長年にわたり先進
的な取り組みをされてき
たことが評価されました。

▲ 左から菊池一雄副会長、
大堀二郎会長、加藤町長▲ 丹精こめて花を育てた駒ヶ嶺小学校生徒



● 固定資産税 第４期分

● 国民健康保険税 第６期分

再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１６.12.５.（20）

◆11月末の土曜日、強風のため福田小学校のシン
ボルである「観瀾の松」が
倒れた。樹齢120年を誇る
伝統ある立派な松だった。
いち卒業生として、思

い出の大切な木なので無
事元どおりになることを
祈りたい。 （健）

住民基本
台帳調べ（ ）

11月１日現在（ ）は前月比
●人口／8,891人（＋01人）

男／4,334人（＋01人）
女／4,557人（±00人）

●世帯数／２,546世帯（－1世帯）

県内市町村81チームがタスキをつなぐ第16回市町村
対抗福島県縦断駅伝競走大会が11月21日、白河市総合
運動公園陸上競技場をスタート、福島県庁前をゴール
とする16区間、95.2キロのコースで行われました。当日
は秋晴れの好天の中、選手たちは沿道に集まった家族
や多くの町民の声援を受けながら、晩秋の福島路を力
走しました。記録は６時間４分４秒、総合78位（町の
部48位）でゴールしました。
選手の皆さんお疲れ様でした。また、早朝から応援
に駆けつけてくださった多くの町民の皆さん、選手に
勇気を与えた熱いご声援ありがとうございました。

（平成１６年１０月２１日～平成１６年１１月２０日届出）

（死亡者） （年齢） （地区）

田　　孝 ８４歳 藤　崎

林　　和子 ７４歳 下真弓

只野　鉄治 ８７歳 新　町

高橋　　正 ８５歳 大山田

森市左衛門 ９５歳 杉　目

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

陽
はる

斗
と

櫻井伸彦・由　香 新　町

先月号の10ページの写真の説明の「石田
湧起くん」は、正しくは「石田湧紀くん」の
誤りでした。お詫びして訂正いたします。

▲ ゴールするアンカーの駒木根孝幸選手

▲第3中継所。3区高橋拓也選手
から4区目黒康平選手にタスキ
リレー ▲ 力走する7区田村昌士選手




